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●　諏訪湖の再生事業の基本方針
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平成２年に建設省（現国土交通省）から「多自然型川づくり実施要領」が出されたの受け、市民や学識経験者などで構成される懇談会を開催し、また、市内中学生の意見をきくなど、あるべき諏訪湖の姿を模索する一方、「緑の水辺事業」として「人とのふれあい」「自然とのふれあい」をテーマに新たな湖岸整備が試験的に始めました。

　人工なぎさの試験施工の反響は大きく、このような整備を湖周全域に拡げるため、市民、諏訪湖関係者、学識経験者、行政の代表らで組織される「諏訪湖の水辺整備に関する検討委員会」を設置し、昭和３０年当時の諏訪湖を原風景として位置付け、その当時の諏訪湖が有していた自然環境の特性や内容を備え、かつ、現代のニーズにも対応した「新たな諏訪湖の風景・自然そして文化を育む湖畔づくり」を基本理念とした「諏訪湖の水辺整備マスタープラン」を策定しました。

[image: image3.jpg]




■　水辺整備の基本方針
・ 洪水や高波に耐えるとともに、環境に配慮した水系の治水対策を推進し、災害のない安全な湖畔づくりを進める。

・ 親水・レクリエーション利用上からは、水辺の自然環境を活用し、背後地との一体的な整備を図り、市民の憩いの場、来訪者の安らぎの場として湖畔づくりを進める。

・ 湖周の凸凹地形を活かした湖畔景観の創出、うるおいのある水辺景観の創出、地域特性を考慮した湖畔林の形成等、周辺景観の特性を考慮したうるおいに富んだ湖畔環境づくりを進める。

・　残存する自然環境を保全しつつさらに豊かにし、人間利用との住み分けによる生物生息環境の復元、水質浄化を図り、昭和３０年代を参考とした豊で多様な自然環境の再生を進める。（Ｂ）

· ※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。
●　諏訪湖の河川再生事業：人工なぎさ

平成７年３月に策定された「諏訪湖の水辺

マスタープラン」の基、湖畔を治水、親水、レク

リェーションレクリェーション利用、景観、自然

環境に配慮して、図に示すようなＡからＨまで

８つのゾーンに区域分けをし、各ゾーンにテー

マを設定して環境整備を行っています。

平成１１年度までにＡ、Ｄゾーンの整備が完了

しており、現在、E、Gゾーンの整備を行ってい

るところです。（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）
　 



７．諏訪湖の再生と環境保全
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